
令和６年６月５日 

教職員 各位 

帝塚山大学 経済経営研究所 

所長 田中 雅子 

 

令和６年度経済経営研究所 夏の研究フォーラムについて（ご案内） 

 

帝塚山大学経済経営研究所では、下記のとおり、令和６年度経済経営研究所 夏の研究フォ

ーラムを開催いたします。ご多用のところ恐縮ですが、皆様の積極的なご参加をお待ち申し

上げております。お申込みいただきます際は、下記の Googleフォームに必要事項をご入力く

ださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

日 時：令和６年７月 24日（水）15：30～17：30 

 

講 師：小川 寛子 氏（NPO法人周話 理事） 

 ＜略歴＞ 
       1979 年 帝塚山学院大学日本文学科卒業。2017 年 龍谷大学大学院政策学部修士課程修了、公

共政策士取得。2022 年 京都産業大学大学院マネジメント研究科博士課程修了、マネジメント博

士取得。2008 年より大阪府監察医事務所に非常勤助手として勤務。監察医事務所での経験をもと

に孤立死の研究を現在も進めている。NPO 法人周話では実際にエンディング事業等も行うほか、

音楽によるサロン活動や高齢者のつながり作りのサポートも行っている。 

 

演 題：社会課題としての『孤立（孤独）死』軽減へのアプローチ 

     ―事例をもとに早期発見のための見守り等の事業の考察― 

 

概 要：以前より問題視されていた団塊の世代が後期高齢者となる「2025 年問題」が目の

前となり、少子高齢化や多死社会、独居高齢者の増加など様々な問題点が現出し

てきました。新聞等マスコミでも、今年 1 月から 3 月で自宅独居死亡が増加し、

うち 65 歳以上の高齢者が約 8 割を占める等、孤立（孤独）死について報道されて

いました。また、高齢者人口の増加とともに、高齢者を対象とした所謂終活事業も

よく目にするようになってきています。 

      上記のような状況を踏まえ、大阪府監察医事務所の独居自宅死亡者検案例を参 

考に、死後早期発見につながった事例を紹介すると共に、実際に『孤（孤独）』死 

対策について自治体や企業、団体の取組みを考察します。 

 

会 場：帝塚山大学 東生駒キャンパス 7号館 7201教室 

（教室は、変更になる可能性があります）  

 

申込方法：令和６年 7月 17日（水）までにお申し込みください。 

右記 QRコードよりアクセスいただくか、下記の Googleフォーム 

よりお申し込みください。 

https://forms.gle/SjDaPS35znRg8cVN7 

 

以 上 

 

＜本件に関するお問合せ先＞  

                                帝塚山大学教学支援課（経済経営学部） 

TEL 0742-48-9861 担当：岡﨑（内線：2119） 

 

https://forms.gle/SjDaPS35znRg8cVN7

